
口頭発表要領 
「次講演者席」を用意しますので，ひとつ前の発表が始まったら必ずそちらへご着席ください．液晶プロジェクタを

使用する場合には，パソコンの切替器への接続，映像出力の切替をあらかじめ行ってください． 

 

トラブル回避のため，下記をご熟読の上，事前の準備をお願い致します． 

 

Ａ．発表時間 

合計 ２０分（発表時間，質疑応答時間はセッションによって異なります．秋季シンポジウムホームページにセッションの注意事項の

ページがございますので，ご確認ください．） 

 

Ｂ．準備する機材等 

１．協会は次のものを準備致します： 

液晶プロジェクタ，接続ケーブル（ミニD-sub15 ピン端子（オス）），モニタ切替器，パソコン用AC電源（テーブルタップ），

OHP（事前にご希望があった場合）．オーガナイザーがパソコンを準備することがあります．秋季シンポジウムホームページに

セッションの注意事項のページがございますので，ご確認ください． 

２．発表者は以下のものを準備してください： 

液晶プロジェクタによる発表を行う場合：パソコン（映像出力端子がミニD-sub15 ピン端子（メス）のもの），接続アダプタ（ミニ

D-sub15 ピン端子（メス）を持たないパソコンをご使用の際には必ずご持参ください．極薄型ノートパソコンやMac OS 機の場

合には特にご注意ください．） 

３．試写室を設置致します： 

発表前に試写を行うことができます．ただし，各会場に設置されるプロジェクタとは機種が異なる場合がありますのでご注意く

ださい． 

 

Ｃ．準備・発表の流れ 

「パソコンを起動し，プレゼンテーション用ファイルを開く」→「発表前にケーブルを接続する」→「外部映像出力へ切り替える」

→「自分の発表時間が来たらモニタを切替える」→「発表する」→「終了後ケーブルを取り外す」 

 

Ｄ．確認事項 

１．パソコン画面の外部映像出力への切替方法を，お手持ちのパソコンのマニュアル等によりご確認ください． 

Windows機とMac OS 機，さらに機種やOS のバージョンによって切替方法が異なります． 

２．パソコン画面の解像度（XGA，SXGA，SXGA+，WXGA など）をご確認ください．今回の秋季シンポジウムで使用できる液晶プロ

ジェクタはXGA（1024×768 ピクセル）まで表示が可能です．SXGA 以上の高解像度やワイド型パソコンのWXGA ですと正確

に表示されない場合があります． 

３．プレゼンテーションソフト（パワーポイントなど）の操作方法をご確認ください． 

 

Ｅ．注意事項 

１．協会は発表用のパソコンを用意致しません（オーガナイザーが用意することがあります）． 

２．パソコンの接続・モニタ切替・操作等はすべて発表者側で行っていただきます． 

３．次講演者席を用意していますので，必ず発表時間の前に着席し，発表準備を行ってください． 

４．協会が設置するモニタ切替器には４本のケーブルが接続されています．ご自身の発表の３件前から接続を行うこと 

ができますので，時間的余裕をもって発表準備をしてください． 

５．パソコンの起動（あるいはスリープ状態の解除）前に液晶プロジェクタと接続しておかないと映像出力が認識され 

ない機種（Mac OS 機の一部等）がありますので，充分ご注意ください． 

６．音声の接続は行いません． 

７．発表あるいは準備中にパソコンから音声・サウンドが出ないよう，予め設定してください． 

８．発表中にパソコンの画面が消えないよう電源や省電力機能の設定をご確認ください． 

９．パソコンのトラブルによる発表時間の延長は認めません． 

１０．トラブルに備えてOHP発表シートもご持参ください．講演開始後１分間以上パソコンのトラブルが続いた場合 

には直ちにOHPによる発表に変更していただきます． 

１１．発表終了後は速やかにパソコンの接続ケーブルを外してください． 



 

ポスター発表要領 
１．ボードのサイズ：横幅90cm×高さ210cm（予定） 

２．発表時間： 

 発表時間 掲示時間/撤去時間 

講演番号が“1P”で始まるもの 9月12日（水）16時00分～18時00分 

（講演番号下2桁が奇数は16：00～17：00

がコアタイム，偶数は17：00～18：00がコ

アタイム） 

掲示時間：9月12日（水）11時より 

撤去時間：9月12日（水）18時30分まで 

講演番号が“2P1”で始まるもの 9月13日（木）12時20分～14時20分 

（講演番号下2桁が奇数は12：20～13：20

がコアタイム，偶数は13：20～14：20がコ

アタイム） 

掲示時間：9月13日（木）11時より 

撤去時間：9月13日（木）15時まで 

講演番号が“2P2”で始まるもの 9月13日（木）16時00分～18時00分 

（講演番号下2桁が奇数は16：00～17：00

がコアタイム，偶数は17：00～18：00がコ

アタイム） 

掲示時間：9月13日（木）15時より 

撤去時間：9月13日（木）18時30分まで 

 

３．ポスターボードには講演番号のみ掲示致しますので，指定された場所にポスターの掲示をお願い致します． 

４．押しピンを使用してください（マグネットは不可）．押しピンは協会が用意致します． 

５．掲示時間： 上記の通り．発表開始時間までに必ず掲示しておいてください． 

６．撤去時間： 上記の通り．時間までに撤去されていないポスターは現地実行委員会で廃棄処分させて頂きます． 

 

 

 

元素戦略関連研究発表一覧 

 

 

講演番号 講演タイトル 研究者 

1G19 
レーザCVD法により合成したα-Al2O3膜の微細組

織と結晶配向性 
（東北大学）○門倉 歩久斗・木村 禎一・後藤 孝 

1G20 
レーザーCVD法により合成したCeO2膜の結晶配

向性 
（東北大学）○鈴木 隆幸・塗 溶・後藤 孝 

1G21 MOCVD法によるAl2O3膜の合成 （東北大学金属材料研究所）○塗 溶・後藤 孝 

1G22 Ru-Cナノコンポジット膜の低温合成とナノ構造 （東北大学）○木村 禎一・後藤 孝 

1J19 新規シンチレータ単結晶材料開発への挑戦 （東北大学）○吉川 彰 

1N15 
SrTiO3単位格子層に局在化した高濃度二次元電

子ガスの巨大Seebeck係数 

（名古屋大学・科学技術振興機構CREST・科学技術振興機構ERATO-SORST）

○太田 裕道・（東京工業大学）金 聖雄・（名古屋大学）宗 頼子・（東京大学）

溝口 照康・（科学技術振興機構ERATO-SORST）野村 研二・（名古屋大学）

太田 慎吾・野村 隆史・中西 由貴・（東京大学）幾原 雄一・（科学技術振興

機構ERATO-SORST）平野 正浩・（科学技術振興機構ERATO-SORST・東京

工業大学）細野 秀雄・（名古屋大学・科学技術振興機構CREST）河本 邦仁 

2E19 
助剤無添加で緻密化した炭化珪素の表面平滑性

と電気伝導性 
（龍谷大学）○小寺 康博・今井 崇人・豊福 直樹・大柳 満之 

2H18 
ゲータイトから作製した酸化鉄の高い酸化活性と

結晶化学 

（徳島大院STS ）○森賀 俊広・（徳島大院工 ）折原 正直・田中 住典・（徳島

大院STS ）村井 啓一郎・（徳島大院工 ）中林 一朗 

2H22 
ビスマスの特性を活かしたペロブスカイト化合物の

磁性・誘電性・電気伝導制御 
（京都大学化学研究所）○東 正樹 

2I26 
水熱鉱化処理による廃水中の溶存クロムの除去と

資源回収 
（名古屋大学）○今泉 晴貴・柴田 充・板倉 剛・笹井 亮・伊藤 秀章 

1PM02 
Zirconia coating of hydrothermal BaTiO3 

nanopowder and its dielectric properties 
（高知大学）○Xue Lihong・梶芳 浩二 

2P1Q08 
溶液中での極限状態を利用した異方性銀ナノ材

料の合成 

（長岡技術科学大学）○皆川 敬・（大連工科大学）朱  小鵬・（長岡技術科学

大学）中山 忠親・末松 久幸・鈴木 常生・江  偉華・新原 晧一 

2P2O01 AgInS2-ZnS系可視光応答型硫化物光触媒の合成 （群馬工業高等専門学校）○平 靖之・矢吹 明法  




